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標題：COVID-19 Makes Handwashing Facilities and Promotion More Critical Than Ever

題名； COVID-19 蔓延で、手洗い場と手洗い励行がこれまで以上に重要となっている。 

   

初めに；COVID-19 の感染予防に手洗いが必要との認識が広がっている。 

   しかしながら、世界では約 30 億人が、手洗い場、石鹸や消毒用アルコール、 

安全な水道を利用できない状況にある。 

また、学校の 47%には水道や石鹸などを使用した手洗い場がなく、9 億人の子供が

影響を受けている。 

 

世界銀行は、世界中で感染予防支援の活動をしており、その内容について紹介する。

○固定式または携帯式の手洗い設備、石鹸、安全な水道へのアクセス拡大。 

○手洗い励行を促すの教育推進。 

 

世界銀行の国別支援状況。 

１．キルギス共和国 

2017 年以来、世界銀行は、農村の持続可能な上下水道プロジェクトを支援。 

このプロジェクトは、上下水道や手洗いなどの重要性を教育するキャンペーンも 

サポートしており、キャンペーンには、家庭や学校での衛生教育も含まれる。 

 これらの活動は、COVID-19 に対しても予防的な衛生習慣を維持し、その蔓延に対す

る備えとしても不可欠。 

 

２．インドネシア 

  インドネシアの農村地域における複雑な社会・経済・文化的な要因に対処する為、 

 コミュニティや地域に最適な施策を策定する事業（PAMSIMAS）を実施するにより、多

くの人々の衛生状態が改善し、健全な衛生慣行を取り入れることができた。 

  その結果、対象地域の 72%が手洗いプログラムを採用し、190 万人が衛生状態改善の

ための訓練を受け、地域の学校の 87%の衛生状態も改善された。 

  最近では、PAMSIMAS 事業は、村人の COVID-19 蔓延への対応を改善し、蔓延阻止を支

援するために、地域コミュニティでの取組も支援している。 

 



３．イエメン 

  世界銀行の資金提供による緊急健康栄養プロジェクト；EHNP、を紹介。 

 EHNP は、COVID-19 から人々を保護するために、上下水道の復旧や改善、医療施設や学

校での手洗いシンクの新設や更新の支援も実施している。 

    

４．ニカラグア 

  持続可能な給排水セクタープロジェクト；PROSASR、を紹介。 

 PROSASR は、上下水道施設への資金提供、国による手洗いの重要性の意識を高める事業

の支援を行っている。 

 

５．スリランカ 

 スリランカの上下水道改善プロジェクトは、手洗い励行、トイレの適切な使用、 

月経時の衛生、水源の汚染の防止などについて、コミュニティ（特に学生）を教育 

する事業を組織化し支援している。 

 

６．ガーナ 

 世界銀行が支援する首都圏（GAMA）の衛生と水プロジェクトについて。 

260 の学校に手洗い場を提供、学生たちが手洗い場を容易に、頻繁に利用できるよう

になった。 

  手洗いなどの“WASH”活動により、首都圏での下痢の発生は大幅に減少した。 

  世界銀行は、ガーナの WASH 活動への長期支援特別賞を受賞した。 

 

備考 

 PAMSIMAS； 全国の農村地域における約 5,000 の未給水地域への簡易水道と衛生設備の

設置を目的とした約 160 億円規模の世銀無償プロジェクト。 

 

 


